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特
別
記
事

川
嶋
隆
憲
君
学
位
請
求
論
文
審
査
報
告

1
　
は
じ
め
に

　

川
嶋
隆
憲
君
が
提
出
し
た
博
士
学
位
請
求
論
文
は
、『
民
事
訴
訟

に
お
け
る
後
訴
遮
断
理
論
の
再
構
成
』
と
の
タ
イ
ト
ル
の
下
に
、
わ

が
国
の
既
判
力
理
論
と
そ
の
補
完
法
理
と
し
て
の
信
義
則
理
論
が
直

面
す
る
課
題
に
対
し
、
英
米
法
に
お
け
る
後
訴
遮
断
理
論
を
日
本
法

に
応
用
す
る
視
点
を
見
出
し
、
伝
統
的
な
理
論
の
再
構
築
を
試
み
た

も
の
で
あ
る
。
わ
が
国
の
民
事
訴
訟
法
典
は
ド
イ
ツ
法
を
母
法
と
し

て
お
り
、
民
事
訴
訟
理
論
の
根
底
を
支
え
る
位
置
に
あ
る
既
判
力
理

論
も
ま
た
、
ド
イ
ツ
の
既
判
力
理
論
に
よ
る
強
い
影
響
の
下
に
発
展

し
て
き
た
。
本
論
文
は
、
こ
う
し
た
制
度
と
歴
史
に
よ
る
桎
梏
を
十

分
に
意
識
し
つ
つ
、
な
お
、
英
米
法
に
お
け
る
後
訴
遮
断
理
論
の
中

に
日
本
法
へ
の
応
用
可
能
性
を
追
求
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
う
し
た

本
論
文
の
基
本
構
想
は
、
下
記
の
目
次
に
示
さ
れ
る
と
お
り
、
序
論

を
除
い
て
全
体
で
四
部
か
ら
な
る
本
論
文
の
構
成
に
反
映
さ
れ
て
い

る
。
す
な
わ
ち
、
本
論
文
の
第
1
部
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
民
事
訴
訟

に
お
け
る
判
決
効
に
よ
る
後
訴
遮
断
理
論
の
展
開
が
、H

enderson

ル
ー
ル
の
形
成
と
発
展
を
中
心
と
し
て
分
析
さ
れ
る
。H

enderson

ル
ー
ル
は
、
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
る
原
則
的
な
判
決
効
概
念
で
あ
る

res judicata

に
対
す
る
補
完
法
理
で
あ
り
、
わ
が
国
に
お
け
る
信

義
則
に
よ
る
後
訴
遮
断
の
法
理
と
類
似
す
る
。
第
2
部
で
は
、
ア
メ

リ
カ
法
のres judicata

と
そ
の
補
完
法
理
に
焦
点
が
当
て
ら
れ
る
。

ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
るres judicata

は
、
請
求
排
除
効
と
争
点
排

除
効
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
判
例
法
理
と
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
に

よ
っ
て
ル
ー
ル
化
さ
れ
た
例
外
法
理
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
。
第
2

部
で
は
、
こ
う
し
た
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
後
訴
遮
断
理
論
と
イ
ギ

リ
ス
のH

enderson

ル
ー
ル
や
わ
が
国
の
信
義
則
に
よ
る
後
訴
遮

断
理
論
と
が
対
比
さ
れ
る
。
第
3
部
で
は
、
そ
れ
ま
で
の
英
米
法
理

論
に
関
す
る
考
察
を
元
に
し
て
、
わ
が
国
の
後
訴
遮
断
理
論
の
再
検

討
の
た
め
に
必
要
な
視
座
が
提
示
さ
れ
る
。
具
体
的
に
は
、
①
訴
訟

物
論
と
既
判
力
論
の
峻
別
、
②
既
判
力
論
と
信
義
則
論
の
峻
別
、
③

争
点
効
と
五
一
型
遮
断
効
の
峻
別
と
い
う
三
つ
の
峻
別
の
主
張
で
あ

る
。
そ
し
て
、
最
後
の
第
4
部
に
お
い
て
、
本
論
文
の
総
括
と
し
て
、

わ
が
国
に
お
け
る
既
判
力
理
論
と
信
義
則
理
論
に
関
す
る
議
論
状
況
、

及
び
、
英
米
法
の
調
査
と
分
析
か
ら
得
ら
れ
た
基
本
的
な
視
座
を
踏

ま
え
て
、
あ
る
べ
き
後
訴
遮
断
の
理
論
が
考
察
さ
れ
る
。
そ
の
骨
格
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と
な
る
の
は
、
再
訴
事
案
の
二
元
的
処
理
の
妥
当
性
の
検
証
と
そ
の

運
用
に
お
け
る
具
体
的
な
指
針
の
構
築
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
本

論
文
は
、
わ
が
国
に
お
い
て
長
い
停
滞
の
中
に
淀
ん
で
い
る
と
も
い

え
る
後
訴
遮
断
理
論
に
対
し
て
、
英
米
法
の
中
で
も
異
な
る
ア
プ

ロ
ー
チ
を
と
る
イ
ギ
リ
ス
法
と
ア
メ
リ
カ
法
に
よ
る
多
角
的
な
視
点

を
取
り
入
れ
て
、
新
た
な
地
平
を
切
り
開
い
た
労
作
で
あ
る
。

2
　
提
出
論
文
の
構
成

　

川
嶋
君
の
学
位
請
求
論
文
の
構
成
は
以
下
の
と
お
り
で
あ
る
。
な

お
、
以
下
に
挙
げ
る
の
は
、
論
文
中
の
序
論
並
び
に
部
及
び
章
と
節

に
相
当
す
る
項
目
の
タ
イ
ト
ル
で
あ
る
。

序　

論　

本
論
文
の
目
的
と
構
成

第
1
部　

イ
ギ
リ
ス
の
民
事
訴
訟
に
お
け
る
判
決
効
理
論
の
展
開

―
―H

enderson

ル
ー
ル
の
形
成
と
発
展
を
中
心
に

一　

は
じ
め
に

二　

イ
ギ
リ
ス
の
民
事
訴
訟
に
お
け
るres judicata

1　

res judicata

2　

訴
訟
原
因
禁
反
言
と
争
点
禁
反
言

3　

手
続
濫
用
禁
反
言

三　

H
enderson

ル
ー
ル
の
形
成
と
発
展

1　

H
enderson v H

enderson （1843

） 3‌ H
are 100

2　

�Y
at T

ung Investm
ent Co Ltd v D

ao H
eng 

Bank Ltd ［1975

］ A
C 581 （PC

）

3　

�B
radford &

 B
ingley B

uilding Society v 
Seddon ［1999

］ 1‌ W
LR 1482 （CA

）

4　

�Johnson v Gore W
ood &

 Co 

［2002

］ 2‌ A
C 1‌ 

（H
L

）

四　

H
enderson

ル
ー
ル
の
分
析
と
評
価

1　

H
enderson

ル
ー
ル
の
分
析

2　

H
enderson

ル
ー
ル
の
評
価

五　

お
わ
り
に

第
2
部　

ア
メ
リ
カ
の
民
事
訴
訟
に
お
け
るres judicata

―
―
請
求
排
除
効
と
争
点
排
除
効
に
関
す
る
基
礎
的
考

察

一　

は
じ
め
に

二　

res judicata

と
関
連
法
理

1　

res judicata

2　

関
連
法
理

三　

請
求
排
除
効

1　

原
則
論

2　

例
外
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四　

争
点
排
除
効

1　

原
則
論

2　

例
外

五　

イ
ギ
リ
ス
法
と
の
比
較

1　

訴
訟
原
因
禁
反
言
と
争
点
禁
反
言

2　

手
続
の
濫
用
に
基
づ
く
後
訴
遮
断

六　

お
わ
り
に

第
3
部　

後
訴
遮
断
理
論
に
関
す
る
基
本
的
視
座

―
―
英
米
法
理
論
か
ら
の
比
較
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ

一　

は
じ
め
に

二　

英
米
法
理
論
と
の
比
較
考
察

1　

イ
ギ
リ
ス
法

2　

ア
メ
リ
カ
法

3　

日
本
法
と
の
比
較

三　

基
本
的
視
点

1　

訴
訟
物
論
と
既
判
力
論
の
峻
別

2　

既
判
力
論
と
信
義
則
論
の
峻
別

3　

争
点
効
と
「
五
一
型
遮
断
効
」
の
峻
別

四　

再
訴
事
案
の
法
的
規
律

1　

一
般
原
則
と
そ
の
例
外

2　

同
一
紛
争
の
蒸
し
返
し

3　

一
部
請
求
後
の
残
部
請
求

4　

既
判
力
の
縮
小
に
つ
い
て

五　

お
わ
り
に

第
4
部　

既
判
力
の
補
完
法
理
の
再
検
討

―
―
遮
断
的
作
用
の
拡
大
局
面
を
中
心
に

一　

は
じ
め
に

二　

既
判
力
の
補
完
法
理
の
諸
相

1　

理
由
中
の
判
断
の
拘
束
力

2　

既
判
力
に
準
ず
る
拘
束
力

3　

信
義
則
に
よ
る
後
訴
遮
断

4　

一
部
請
求
後
の
残
部
請
求

5　

理
由
中
の
判
断
の
承
継
人
に
対
す
る
拘
束
力

三　

既
判
力
の
補
完
法
理
の
再
検
討

1　

判
例
法
理
の
形
成
と
発
展

2　

既
判
力
の
作
用
す
る
限
界

3　

補
完
法
理
の
必
要
性
と
許
容
限
度

4　

�

補
完
法
理
の
再
構
成
―
―
「
判
断
拘
束
力
構
成
」
か
ら

「
行
為
評
価
構
成
」
へ

5　

各
論
に
関
す
る
若
干
の
考
察

四　

お
わ
り
に
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以
上
の
う
ち
、
第
1
部
は
、
中
央
学
院
大
学
法
学
論
叢
二
四
巻

一
・
二
号
（「
イ
ギ
リ
ス
民
事
訴
訟
に
お
け
る
判
決
効
理
論
の
展
開

―H
enderson

ル
ー
ル
の
形
成
と
発
展
を
中
心
に
」）、
第
2
部
は
、

法
学
研
究
八
五
巻
一
〇
号
（「
ア
メ
リ
カ
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る

res judicata
―
請
求
排
除
効
と
争
点
排
除
効
に
関
す
る
基
礎
的
考

察
」）、
第
3
部
は
、
法
学
研
究
八
六
巻
一
一
号
（「
再
訴
事
案
の
法

的
規
律
―
英
米
法
理
論
か
ら
の
比
較
法
的
ア
プ
ロ
ー
チ
」）、
第
4
部

は
、
熊
本
法
学
一
四
〇
号
、
一
四
一
号
（「
既
判
力
の
補
完
・
調
整

法
理
の
諸
相
―
遮
断
的
作
用
の
拡
大
局
面
を
中
心
に
（
一
）（
二
・

完
）」）
に
掲
載
さ
れ
た
論
考
を
加
筆
修
正
し
た
も
の
で
あ
る
。
序
論

は
、
書
き
下
ろ
し
で
あ
る
。
分
量
は
、
Ａ
4
用
紙
で
一
六
三
頁
、
文

字
数
は
約
二
四
万
字
で
あ
る
。

3
　
提
出
論
文
の
概
要

　

序
論
で
は
、
本
論
文
の
目
的
を
述
べ
る
。
わ
が
国
で
は
、
前
訴
と

同
一
ま
た
は
関
連
す
る
訴
え
が
再
び
同
一
の
相
手
方
に
対
し
て
提
起

さ
れ
る
事
案
に
対
処
す
る
た
め
の
訴
訟
法
上
の
ア
プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、

既
判
力
が
作
用
す
る
局
面
で
は
既
判
力
に
よ
っ
て
後
訴
を
処
理
し
、

既
判
力
が
作
用
し
な
い
局
面
で
は
信
義
則
を
根
拠
と
し
て
遮
断
す
る

と
い
う
考
え
方
が
判
例
及
び
学
説
の
趨
勢
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、「
再
訴
事
案
の
二
元
的
処
理
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
る
。

こ
の
よ
う
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を
採
用
す
る
た
め
に
は
、
既
判
力
の
作
用

領
域
の
限
界
と
信
義
則
を
適
用
す
る
た
め
の
判
断
基
準
の
二
つ
が
、

不
可
避
の
理
論
的
課
題
と
な
る
は
ず
で
あ
る
。
し
か
し
、
現
実
に
は
、

わ
が
国
の
議
論
は
、
既
判
力
の
作
用
領
域
に
関
す
る
議
論
は
戦
前
の

ド
イ
ツ
法
学
の
継
受
か
ら
今
日
ま
で
大
き
な
進
展
は
な
く
、
既
判
力

と
信
義
則
の
機
能
の
関
係
の
解
明
も
不
十
分
で
あ
る
な
ど
膠
着
状
態

に
あ
り
、
新
た
な
理
論
を
構
築
す
る
必
要
性
は
高
い
。
そ
の
た
め
に

参
考
と
な
る
の
が
、
イ
ギ
リ
ス
と
ア
メ
リ
カ
の
両
国
の
後
訴
遮
断
理

論
で
あ
る
。
こ
れ
ら
の
両
国
で
は
、
再
訴
事
案
の
処
理
に
対
す
る
ア

プ
ロ
ー
チ
と
し
て
、
一
般
的
に
適
用
さ
れ
る
定
型
的
な
判
断
枠
組
み

と
、
個
別
事
情
に
応
じ
て
弾
力
的
に
適
用
さ
れ
る
非
定
型
的
な
判
断

枠
組
み
と
い
う
、
二
つ
の
異
な
る
判
断
枠
組
み
を
併
用
す
る
ア
プ

ロ
ー
チ
が
と
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
分
析
が
正
し
い
と
す
れ
ば
、
既
判

力
と
信
義
則
の
二
つ
の
判
断
枠
組
み
を
併
用
す
る
日
本
法
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
、
英
米
法
系
と
大
陸
法
系
と
い
う
法
体
系
の
違
い
を
超
え

て
、
イ
ギ
リ
ス
法
や
ア
メ
リ
カ
法
と
一
定
の
親
和
性
が
あ
る
こ
と
に

な
る
。
本
論
文
は
、
こ
う
し
た
二
元
的
処
理
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
リ
テ
ィ

と
妥
当
性
の
検
証
を
行
う
と
と
も
に
、
英
米
法
に
お
け
る
理
論
の
日

本
法
へ
の
応
用
の
た
め
の
方
途
と
そ
れ
を
基
に
し
た
後
訴
遮
断
理
論

の
再
構
築
に
つ
い
て
考
察
す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
。
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第
一
部
の
一
、
二
で
は
、
イ
ギ
リ
ス
の
民
事
訴
訟
に
お
け
る
後
訴

遮
断
に
関
す
る
法
理
の
基
本
構
造
を
分
析
す
る
。
イ
ギ
リ
ス
の
判
決

効
理
論
に
お
い
て
は
、res judicata

と
呼
ば
れ
る
古
典
的
な
法
原

理
が
判
決
効
理
論
の
中
核
を
な
す
一
方
で
、
紛
争
の
実
質
的
な
蒸
し

返
し
を
禁
止
す
る
た
め
の
法
理
と
し
て
、H

enderson

ル
ー
ル
と

呼
ば
れ
る
判
例
法
理
が
存
在
す
る
。
両
者
の
関
係
は
、
原
則
的
に
は

判
決
効
で
あ
るres judicata
に
よ
っ
て
後
訴
遮
断
が
規
律
さ
れ
る

が
、
こ
れ
に
よ
っ
て
当
該
事
案
の
個
別
事
情
に
照
ら
し
て
妥
当
な
結

論
が
得
ら
れ
な
い
場
合
に
は
、
裁
判
所
の
裁
量
的
判
断
に
よ
り
柔
軟

な
運
用
が
可
能
で
あ
るH

enderson
ル
ー
ル
が
補
完
的
な
機
能
を

果
た
す
。
ま
ず
、
原
則
的
な
後
訴
遮
断
装
置
で
あ
るres judicata

は
、
訴
訟
の
当
事
者
が
前
訴
に
お
い
て
既
に
判
断
さ
れ
た
事
項
に
つ

い
て
再
び
争
う
こ
と
を
許
さ
な
い
と
す
る
英
米
法
の
法
理
で
あ
る
。

こ
の
イ
ギ
リ
ス
に
お
け
るres judicata

は
、
訴
訟
原
因
禁
反
言

（cause of action estoppel

）
と
争
点
禁
反
言
（issue estoppel
）

と
に
分
け
ら
れ
、
裁
判
所
は
、
一
定
の
要
件
に
従
っ
て
定
型
的
に
そ

の
該
当
性
の
有
無
を
判
断
す
る
。
こ
れ
ら
に
対
し
、
裁
判
所
に
固
有

の
裁
量
権
が
認
め
ら
れ
る
後
訴
遮
断
に
関
連
す
る
法
理
と
し
て
、
手

続
濫
用
禁
反
言
（abuse of process estoppel

）
が
あ
る
。
手
続

濫
用
禁
反
言
は
、
後
訴
が
実
質
的
に
前
訴
の
蒸
し
返
し
で
あ
る
と
評

価
さ
れ
る
場
合
に
、
裁
判
所
が
、
手
続
の
濫
用
を
根
拠
と
し
て
請
求

を
排
斥
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
法
理
で
あ
る
。res judicata

が
作
用
し
な
い
局
面
に
お
い
て
、res judicata

が
作
用
し
た
の
と

同
様
の
効
果
が
得
ら
れ
る
。

　

第
1
部
の
三
で
は
、H

enderson

ル
ー
ル
の
形
成
と
発
展
が
紹

介
さ
れ
る
。H

enderson

ル
ー
ル
の
起
源
と
な
っ
た
の
は
、
一
八

四
三
年
のH

enderson v H
enderson

事
件
に
お
け
る
大
法
官
裁

判
所
の
判
決
に
お
い
て
表
明
さ
れ
た
ル
ー
ル
で
あ
る
。
し
か
し
、
同

判
決
の
時
点
で
は
、res judicata

と
手
続
濫
用
禁
反
言
の
区
別
は
、

十
分
に
意
識
さ
れ
て
は
い
な
か
っ
た
。H

enderson

ル
ー
ル
は
、

そ
の
後
の
判
例
の
積
み
重
ね
に
よ
っ
て
、
当
初
に
考
え
ら
れ
て
い
た

も
の
と
は
大
き
く
異
な
っ
た
方
向
へ
と
発
展
を
遂
げ
る
こ
と
に
な
る
。

ま
ず
、
最
初
にH

enderson

ル
ー
ル
の
変
容
を
も
た
ら
し
た
の
は
、

Y
at T

ung

事
件
に
お
け
る
枢
密
院
司
法
委
員
会
の
判
決
で
あ
る
。

同
判
決
は
、
前
訴
に
お
い
て
提
出
可
能
性
が
あ
っ
た
事
項
に
対
し
て

H
enderson

ル
ー
ル
の
適
用
が
あ
る
と
し
、res judicata

と
は
異

な
る
方
向
へ
の
舵
を
切
っ
た
。
次
に
、H

enderson

ル
ー
ル
の
発

展
を
導
い
た
の
は
、
一
九
九
九
年
のBradford

事
件
に
お
け
る
控

訴
院
判
決
で
あ
る
。
同
判
決
は
、H

enderson

ル
ー
ル
を
意
識
的

にres judicata
と
は
区
別
し
、
ま
た
、
同
ル
ー
ル
に
お
け
る
証
明

責
任
の
所
在
を
明
ら
か
に
し
た
。
そ
し
て
、H

enderson

ル
ー
ル
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を
現
在
の
姿
に
最
終
的
に
完
成
さ
せ
た
の
は
、
二
〇
〇
二
年
の

Johnson

事
件
に
お
け
る
貴
族
院
の
判
決
で
あ
る
。
同
判
決
は
、
今

日
に
お
け
る
手
続
濫
用
法
理
と
し
て
のH

enderson

ル
ー
ル
の
考

え
方
を
承
認
し
た
上
で
、H

enderson

ル
ー
ル
は
、
判
決
の
最
終

性
原
則
を
支
え
る
法
理
と
し
てres judicata

と
共
通
の
基
礎
を
有

す
る
も
の
と
し
た
。
ま
た
、H

enderson

ル
ー
ル
の
適
用
基
準
な

い
し
考
慮
要
素
に
関
す
る
考
え
方
を
明
ら
か
に
し
た
。

　

第
1
部
の
四
で
は
、H

enderson

ル
ー
ル
の
分
析
と
評
価
を
行

う
。H

enderson

ル
ー
ル
は
、
も
と
も
と
は
、res judicata

に
関

し
て
表
明
さ
れ
た
ル
ー
ル
で
あ
り
、res judicata

の
拡
張
理
論
と

し
て
捉
え
ら
れ
た
。
し
か
し
、
今
日
で
は
、res judicata

と
は
区

別
さ
れ
た
、
手
続
の
濫
用
（abuse of process
）
に
基
礎
を
置
く

ル
ー
ル
で
あ
る
と
の
理
解
が
有
力
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
、

H
enderson

ル
ー
ル
が
手
続
の
濫
用
に
基
礎
を
置
く
ル
ー
ル
で
あ

る
と
す
る
と
、
あ
る
事
項
を
後
訴
に
お
い
て
争
う
こ
と
が
手
続
の
濫

用
に
当
た
る
と
評
価
さ
れ
る
の
は
ど
の
よ
う
な
場
合
か
が
問
題
と
な

る
。
こ
れ
に
つ
い
て
は
、Johnson

事
件
判
決
に
よ
り
、「
当
事
者

が
前
訴
に
お
い
て
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
た
争
点
を
裁
判
所
に
提
出

し
よ
う
と
す
る
こ
と
が
、
あ
ら
ゆ
る
事
情
に
照
ら
し
て
、
裁
判
所
の

手
続
を
誤
用
な
い
し
濫
用
す
る
も
の
で
あ
る
か
ど
う
か
」
と
い
う
総

合
考
量
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
提
案
さ
れ
、
判
例
法
理
と
し
て
唱
え
ら

れ
て
い
る
。
こ
こ
で
い
う
「
あ
ら
ゆ
る
事
情
」
は
、
手
続
の
濫
用
を

基
礎
づ
け
る
事
由
の
ほ
か
、
手
続
の
濫
用
を
免
れ
る
事
由
を
も
包
含

す
る
も
の
で
あ
り
、
特
別
の
事
情
を
基
礎
づ
け
る
事
由
を
含
む
総
合

的
な
考
慮
を
意
味
す
る
。
ま
た
、
手
続
の
濫
用
を
根
拠
と
し
て
総
合

考
慮
的
に
請
求
を
排
斥
す
る
こ
と
か
ら
、H

enderson

ル
ー
ル
の

適
用
は
、
裁
判
所
の
裁
量
権
の
行
使
に
よ
る
も
の
で
あ
る
と
理
解
さ

れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
判
断
基
準
の
明
確
化
に
は
自
ず
か
ら
限

界
が
あ
る
こ
と
に
な
る
。
こ
う
し
たH

enderson

ル
ー
ル
の
評
価

は
、
同
ル
ー
ル
の
適
用
状
況
は
不
合
理
か
つ
一
貫
性
を
欠
い
て
い
る

と
し
て
、
こ
れ
に
疑
問
を
呈
す
る
見
解
も
あ
る
。
し
か
し
、

H
enderson

ル
ー
ル
はres judicata

を
補
完
す
る
原
理
と
し
て
重

要
で
あ
る
と
し
て
、
こ
れ
を
積
極
的
に
評
価
す
る
見
解
が
有
力
で
あ

る
。

　

第
2
部
で
は
、
ア
メ
リ
カ
の
民
事
訴
訟
に
お
け
るres judicata

を
分
析
す
る
。
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
るres judicata

は
、
前
訴
と

同
一
の
請
求
に
つ
い
て
再
び
争
う
こ
と
を
禁
止
す
る
請
求
排
除
効

（claim
 preclusion

）
と
、
前
訴
と
同
一
の
争
点
に
つ
い
て
再
び
争

う
こ
と
を
禁
止
す
る
争
点
排
除
効
（issue preclusion

）
か
ら
な

る
。
イ
ギ
リ
ス
と
比
較
す
る
と
、
イ
ギ
リ
ス
の
場
合
は
、res 
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judicata

の
原
則
の
適
用
に
よ
っ
て
は
妥
当
な
結
論
が
得
ら
れ
な
い

場
合
に
、
手
続
の
濫
用
を
根
拠
と
す
るH

enderson

ル
ー
ル
に

よ
っ
て
後
訴
を
遮
断
す
る
と
い
う
判
例
法
理
が
形
成
さ
れ
て
お
り
、

具
体
的
な
事
案
に
お
け
る
手
続
の
濫
用
の
有
無
は
、
個
別
事
情
に
基

づ
く
裁
判
所
の
総
合
的
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
対
し
、

ア
メ
リ
カ
の
場
合
は
、
原
則
と
し
て
前
訴
と
実
質
的
な
同
一
性
ま
た

は
関
連
性
を
有
す
る
請
求
及
び
争
点
に
広
く
判
決
効
が
及
ぶ
と
さ
れ

る
一
方
で
、
判
決
効
が
及
ば
な
い
例
外
的
な
場
合
に
つ
い
て
詳
細
な

ル
ー
ル
が
存
在
し
て
お
り
、
同
一
法
系
に
属
す
る
両
国
の
間
で
異

な
っ
た
ア
プ
ロ
ー
チ
が
と
ら
れ
て
い
る
。
具
体
的
に
は
、
以
下
の
と

お
り
で
あ
る
。
ま
ず
、
請
求
排
除
効
と
そ
の
例
外
の
関
係
に
つ
い
て

は
、
請
求
排
除
効
の
原
則
論
に
よ
れ
ば
、
原
告
敗
訴
の
判
決
に
は
遮

断
効
が
生
じ
る
が
、
①
当
該
敗
訴
の
理
由
が
裁
判
管
轄
の
欠
缺
等
の

場
合
、
②
原
告
に
よ
る
訴
え
の
取
下
げ
の
場
合
、
③
法
律
や
規
則
に

お
い
て
遮
断
効
が
作
用
し
な
い
と
規
定
さ
れ
て
い
る
場
合
、
④
当
該

敗
訴
の
理
由
が
訴
え
提
起
の
前
提
条
件
の
不
充
足
に
よ
る
場
合
な
ど

で
は
、
例
外
的
に
敗
訴
原
告
が
再
訴
を
提
起
す
る
こ
と
が
許
さ
れ
る
。

次
に
、
争
点
排
除
効
と
そ
の
例
外
の
関
係
に
つ
い
て
は
、
争
点
排
除

効
の
要
件
を
満
た
し
て
い
て
も
、
①
争
点
排
除
効
を
受
け
る
当
事
者

が
前
訴
で
上
訴
審
の
審
理
を
受
け
る
機
会
が
な
か
っ
た
場
合
、
②
法

律
上
の
争
点
に
つ
い
て
新
た
な
判
断
が
正
当
化
さ
れ
る
場
合
、
③
当

該
争
点
に
つ
い
て
新
た
な
判
断
を
す
る
こ
と
が
管
轄
権
の
分
配
等
に

照
ら
し
て
正
当
化
で
き
る
場
合
、
④
前
訴
と
後
訴
で
当
該
争
点
に
関

す
る
証
明
責
任
の
負
担
に
差
異
が
あ
る
場
合
、
⑤
上
記
の
い
ず
れ
に

も
該
当
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
当
該
争
点
に
つ
い
て
新
た
な
判

断
を
す
る
こ
と
に
明
白
か
つ
説
得
的
な
理
由
が
あ
る
場
合
な
ど
で
は
、

争
点
排
除
効
が
生
じ
な
い
と
さ
れ
る
。
こ
の
よ
う
に
、
ア
メ
リ
カ
に

お
け
るres judicata

は
、
例
外
に
関
す
る
詳
細
か
つ
具
体
的
な

ル
ー
ル
の
補
完
に
よ
っ
て
、
そ
の
妥
当
性
と
柔
軟
性
が
確
保
さ
れ
る

仕
組
み
と
な
っ
て
い
る
。

　

第
3
部
で
は
、
第
2
部
ま
で
の
英
米
法
理
論
に
関
す
る
比
較
法
的

な
考
察
を
元
に
し
て
、
わ
が
国
の
後
訴
遮
断
理
論
の
再
検
討
の
た
め

に
必
要
な
基
本
的
視
座
を
提
示
す
る
。
英
米
法
系
に
お
け
る
判
決
効

理
論
はres judicata

を
中
心
に
構
成
さ
れ
る
。
し
か
し
、res 

judicata

の
原
則
的
な
範
囲
と
そ
の
例
外
に
関
す
る
考
え
方
は
、
イ

ギ
リ
ス
法
と
ア
メ
リ
カ
法
と
で
同
じ
で
は
な
い
。
イ
ギ
リ
ス
法
に
お

け
るres judicata

は
、
訴
訟
原
因
禁
反
言
と
争
点
禁
反
言
か
ら
構

成
さ
れ
る
が
、
こ
れ
ら
と
は
別
に
、
紛
争
の
蒸
し
返
し
を
禁
止
す
る

法
理
と
し
て
、H

enderson

ル
ー
ル
と
呼
ば
れ
る
判
例
法
理
が
存

在
す
る
。
他
方
、
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
るres judicata

は
、
請
求

排
除
効
と
争
点
排
除
効
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
判
決
効
が
及
ば
な
い
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例
外
的
な
場
合
に
関
し
て
詳
細
な
ル
ー
ル
が
存
在
す
る
。
こ
う
し
た

イ
ギ
リ
ス
法
及
び
ア
メ
リ
カ
法
と
対
比
さ
れ
る
日
本
法
は
、
既
判
力

は
、
確
定
判
決
に
示
さ
れ
た
裁
判
所
の
判
断
の
う
ち
、
主
文
に
包
含

す
る
も
の
に
限
っ
て
生
じ
、
判
決
理
由
中
の
判
断
に
は
既
判
力
は
生

じ
な
い
。
た
だ
し
、
前
訴
と
後
訴
で
訴
訟
物
を
異
に
す
る
結
果
、
既

判
力
が
作
用
し
な
い
場
合
で
あ
っ
て
も
、
後
訴
が
前
訴
の
実
質
的
な

蒸
し
返
し
と
評
価
さ
れ
る
と
き
は
、
後
訴
は
信
義
則
に
反
し
て
許
さ

れ
な
い
と
す
る
判
例
法
理
が
確
立
し
て
い
る
。
こ
う
し
た
日
本
法
上

の
信
義
則
に
基
づ
く
後
訴
遮
断
の
法
理
と
イ
ギ
リ
ス
法
を
比
較
す
る

と
、
判
決
効
の
原
則
的
ル
ー
ル
に
よ
る
だ
け
で
は
妥
当
な
結
論
が
得

ら
れ
な
い
場
合
に
、
日
本
は
信
義
則
に
よ
り
、
イ
ギ
リ
ス
は

H
enderson

ル
ー
ル
に
よ
り
、
裁
判
所
の
総
合
的
判
断
の
下
で
後

訴
を
遮
断
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
い
う
点
で
共
通
す
る
。
加
え
て
、

総
合
的
判
断
の
際
の
具
体
的
な
基
準
に
つ
い
て
も
、
イ
ギ
リ
ス
の

H
enderson

ル
ー
ル
に
お
け
る
考
慮
要
素
と
日
本
の
判
例
に
お
け

る
考
慮
要
素
は
大
き
く
重
な
り
合
う
。
ま
た
、
日
本
法
と
ア
メ
リ
カ

法
を
比
較
す
る
と
、
い
ず
れ
も
、
後
訴
に
お
い
て
実
質
的
な
同
一
性

ま
た
は
関
連
性
を
有
す
る
請
求
が
争
わ
れ
る
場
合
に
、
こ
れ
を
遮
断

す
る
法
理
がres judicata

や
既
判
力
な
ど
の
原
則
的
ル
ー
ル
と
は

別
個
に
存
在
し
て
お
り
、
か
つ
、
そ
う
し
た
後
訴
遮
断
の
最
大
限
を

画
す
る
の
は
柔
軟
か
つ
弾
力
的
な
法
理
で
あ
る
点
で
共
通
す
る
。
こ

れ
ら
を
総
合
す
る
と
、
日
本
法
と
イ
ギ
リ
ス
法
及
び
ア
メ
リ
カ
法
と

の
間
に
は
、
比
較
法
的
考
察
の
た
め
の
共
通
の
理
論
的
基
盤
が
あ
る

と
言
っ
て
よ
い
。
こ
う
し
た
比
較
可
能
性
の
存
在
は
、
日
本
の
後
訴

遮
断
に
関
す
る
理
論
を
従
来
と
は
異
な
る
視
角
か
ら
捉
え
直
す
契
機

と
な
り
う
る
。
そ
の
際
の
基
本
的
視
座
と
し
て
据
え
る
べ
き
観
点
は
、

以
下
の
三
つ
が
相
当
で
あ
る
。
第
一
は
、
訴
訟
物
論
と
既
判
力
論
の

峻
別
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
既
判
力
論
と
訴
訟
物
論
は
別
個
独
立
の
議

論
と
す
べ
き
で
あ
り
、
訴
訟
物
論
は
既
判
力
を
め
ぐ
る
議
論
に
直
接

的
な
影
響
を
及
ぼ
す
べ
き
で
は
な
い
と
の
考
え
方
で
あ
る
。
第
二
は
、

既
判
力
論
と
信
義
則
論
の
峻
別
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
後
訴
遮
断
の
理

論
を
既
判
力
論
に
一
元
化
し
よ
う
と
す
る
一
部
の
学
説
を
否
定
す
る

も
の
で
あ
り
、
既
判
力
論
と
信
義
則
論
の
二
元
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
を

正
面
か
ら
指
向
す
る
も
の
で
あ
る
。
第
三
は
、
争
点
効
型
遮
断
効
と

五
一
型
遮
断
効
の
峻
別
で
あ
る
。
争
点
効
型
遮
断
効
は
、
原
則
と
し

て
前
訴
に
お
い
て
審
理
判
断
の
対
象
と
な
っ
た
事
項
に
つ
い
て
再
び

争
う
こ
と
を
禁
止
す
る
法
理
で
あ
る
の
に
対
し
、
五
一
型
遮
断
効
は
、

前
訴
に
お
い
て
審
理
判
断
の
対
象
に
な
っ
て
お
ら
ず
、
し
た
が
っ
て

争
点
効
型
遮
断
効
の
対
象
に
な
ら
な
い
事
項
に
つ
い
て
再
び
争
う
こ

と
を
禁
止
す
る
法
理
で
あ
り
、
両
者
を
同
列
に
扱
う
こ
と
は
適
当
で

は
な
い
。
以
上
の
よ
う
な
基
本
的
視
座
の
下
に
再
訴
事
案
の
法
的
規

律
を
考
え
る
べ
き
で
あ
り
、
イ
ギ
リ
ス
法
及
び
ア
メ
リ
カ
法
か
ら
得
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ら
れ
る
示
唆
は
、
理
論
的
に
も
実
践
的
に
も
有
益
で
あ
る
。

　

第
4
部
で
は
、
本
論
文
の
総
括
と
し
て
、
英
米
法
の
調
査
と
分
析

か
ら
得
ら
れ
た
視
座
を
踏
ま
え
て
、
日
本
に
お
け
る
既
判
力
理
論
と

信
義
則
理
論
に
関
す
る
議
論
状
況
を
再
検
討
し
、
あ
る
べ
き
後
訴
遮

断
の
法
理
を
考
察
す
る
。
日
本
の
民
訴
法
は
、
既
判
力
は
判
決
主
文

に
包
含
さ
れ
る
判
断
に
の
み
生
じ
る
旨
を
規
定
す
る
が
、
昭
和
五
一

年
の
最
高
裁
判
決
に
お
い
て
、
前
訴
と
後
訴
の
訴
訟
物
が
異
な
る
た

め
に
既
判
力
が
作
用
し
な
い
事
案
で
あ
っ
て
も
、
当
該
事
案
に
お
け

る
具
体
的
事
情
の
下
で
、
後
訴
の
提
起
が
信
義
則
に
照
ら
し
て
許
さ

れ
な
い
場
合
が
あ
る
と
の
判
断
が
示
さ
れ
た
。
こ
の
信
義
則
に
よ
る

後
訴
遮
断
の
法
理
は
、
既
判
力
の
原
則
論
を
補
完
か
つ
調
整
す
る
解

釈
手
法
と
し
て
、
今
日
で
は
定
着
を
み
た
と
い
っ
て
よ
い
。
こ
う
し

た
判
例
の
態
度
に
つ
い
て
は
、
一
定
の
肯
定
的
評
価
を
す
る
学
説
が

有
力
で
あ
る
。
ま
た
、
平
成
一
〇
年
の
最
高
裁
判
決
は
、
一
部
請
求

後
の
残
部
請
求
の
事
案
に
お
い
て
信
義
則
に
よ
り
残
部
請
求
を
否
定

し
た
。
こ
の
二
つ
の
判
例
の
信
義
則
を
用
い
た
後
訴
遮
断
の
手
法
は

類
型
が
異
な
る
。
す
な
わ
ち
、
昭
和
五
一
年
判
決
は
、
事
案
ご
と
の

具
体
的
な
事
情
を
総
合
的
に
考
慮
す
る
個
別
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ

る
の
に
対
し
、
平
成
一
〇
年
判
決
は
、
一
定
の
事
件
類
型
に
対
し
て

個
別
事
情
を
具
体
的
に
考
慮
す
る
こ
と
な
く
信
義
則
に
よ
る
遮
断
を

認
め
る
と
い
う
類
型
的
ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
る
。
こ
の
二
つ
の
ア
プ

ロ
ー
チ
は
両
立
可
能
で
あ
る
。
た
だ
し
、
昭
和
五
一
年
判
決
の
リ

ジ
ッ
ド
な
既
判
力
の
限
界
を
柔
軟
な
信
義
則
に
よ
っ
て
補
完
す
る
と

い
う
ア
プ
ロ
ー
チ
を
有
効
に
機
能
さ
せ
る
た
め
に
は
、
信
義
則
の
発

現
領
域
を
明
確
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
こ
の
信
義
則
の
発
現
領

域
は
、
既
判
力
の
作
用
領
域
の
限
界
に
よ
っ
て
画
さ
れ
る
の
で
、
既

判
力
の
作
用
領
域
の
厳
密
化
こ
そ
が
必
要
な
作
業
と
な
る
。
一
般
に
、

既
判
力
の
作
用
領
域
は
、
前
訴
と
後
訴
の
訴
訟
物
が
、
同
一
関
係
、

先
決
関
係
、
矛
盾
関
係
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
場
合
で
あ
る
と
さ

れ
る
が
、
こ
れ
は
一
応
の
目
安
に
す
ぎ
ず
、
疑
義
を
生
じ
る
事
案
に

お
い
て
は
、「
前
訴
判
決
に
お
い
て
既
判
力
を
生
じ
た
事
項
が
後
訴

の
訴
訟
物
を
判
断
す
る
過
程
に
お
い
て
再
び
審
理
・
判
断
の
対
象
と

な
る
か
」
と
い
う
観
点
を
元
に
、
そ
の
作
用
の
有
無
を
判
別
す
べ
き

で
あ
る
。
こ
の
よ
う
に
し
て
既
判
力
の
限
界
を
定
め
、
そ
の
限
界
の

範
囲
外
に
あ
る
領
域
に
つ
い
て
は
、
既
判
力
の
補
完
法
理
と
し
て
の

信
義
則
に
委
ね
る
べ
き
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
紛
争
の
蒸
し
返
し
事

案
に
対
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
い
て
は
、
個
別
事
情
を
問
わ
ず
作
用

す
る
「
定
型
的
ル
ー
ル
」
と
し
て
の
既
判
力
と
、
そ
の
限
界
を
補
完

し
調
整
す
べ
く
、
個
別
事
情
に
応
じ
て
適
用
し
う
る
「
非
定
型
的

ル
ー
ル
」
と
し
て
の
信
義
則
を
併
用
す
る
こ
と
が
、
有
効
か
つ
適
切

で
あ
る
。
多
種
多
様
な
背
景
事
情
を
持
つ
紛
争
の
蒸
し
返
し
事
案
の
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中
か
ら
再
審
理
に
値
す
る
訴
え
を
適
切
に
選
別
す
る
た
め
に
は
、
柔

軟
か
つ
弾
力
的
な
処
理
を
可
能
と
す
る
非
定
型
的
な
判
断
枠
組
み
を

備
え
て
お
く
こ
と
が
必
要
だ
か
ら
で
あ
る
。
た
だ
し
、
信
義
則
に
よ

る
既
判
力
の
補
完
は
、
①
前
訴
に
お
い
て
不
可
避
的
に
攻
撃
防
御
や

審
理
判
断
の
対
象
と
な
っ
た
事
項
を
再
び
争
う
場
合
か
、
②
前
訴
に

お
い
て
攻
撃
防
御
や
審
理
判
断
の
対
象
と
な
っ
て
い
な
い
事
項
で

あ
っ
て
も
、
当
該
請
求
や
主
張
の
提
出
を
許
容
す
る
こ
と
が
一
方
当

事
者
の
不
当
な
利
益
獲
得
や
負
担
回
避
に
助
力
す
る
こ
と
に
な
る
な

ど
、
特
に
公
平
の
観
点
か
ら
当
該
請
求
ま
た
は
主
張
を
排
除
す
べ
き

要
請
が
働
く
場
合
に
限
ら
れ
る
と
解
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
、
信
義

則
の
法
律
構
成
と
し
て
は
、
大
別
し
て
、
判
断
拘
束
力
構
成
と
行
為

評
価
構
成
と
が
考
え
ら
れ
る
が
、
行
為
評
価
構
成
を
採
用
し
た
上
で
、

そ
の
評
価
基
準
の
明
確
化
を
図
る
こ
と
が
、
実
践
的
か
つ
建
設
的
な

ア
プ
ロ
ー
チ
で
あ
り
、
そ
の
評
価
基
準
の
た
め
の
フ
ァ
ク
タ
ー
を
考

え
る
に
際
し
て
は
、H

enderson

ル
ー
ル
な
ど
の
英
米
法
の
遮
断

理
論
を
参
照
か
つ
応
用
す
べ
き
で
あ
る
。

4
　
提
出
論
文
の
評
価

　

わ
が
国
の
民
事
訴
訟
法
に
お
け
る
後
訴
遮
断
の
た
め
の
法
的
装
置

と
し
て
は
、
一
八
〇
〇
年
代
末
期
の
ド
イ
ツ
法
に
由
来
す
る
既
判
力

と
い
う
法
概
念
が
明
文
と
し
て
定
め
ら
れ
て
い
る
の
み
で
あ
り
、
そ

の
効
力
の
及
ぶ
対
象
は
判
決
主
文
の
範
囲
に
狭
く
限
定
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
た
め
、
長
き
に
わ
た
っ
て
、
わ
が
国
に
お
け
る
後
訴
遮
断
の
範

囲
は
き
わ
め
て
狭
く
、
そ
の
実
務
に
お
け
る
運
用
も
限
定
的
か
つ
硬

直
的
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
一
九
七
六
年
の
最
高
裁
判
例
に
よ
っ
て
、

信
義
則
に
よ
る
後
訴
遮
断
の
途
が
拓
か
れ
た
。
し
か
し
、
同
判
例
や

そ
れ
に
続
く
判
例
及
び
裁
判
例
に
お
け
る
運
用
は
具
体
的
事
案
へ
の

依
存
性
が
高
く
、
一
般
法
理
へ
の
展
開
は
十
分
に
進
ん
で
い
る
と
は

い
え
な
い
。
ま
た
、
既
判
力
と
信
義
則
の
機
能
分
担
の
解
明
も
進
ん

で
お
ら
ず
、
現
在
で
は
こ
の
分
野
の
議
論
は
久
し
く
停
滞
し
た
状
況

に
あ
る
。
川
嶋
君
の
本
論
文
は
、
こ
う
し
た
閉
塞
し
た
議
論
状
況
に

風
穴
を
開
け
よ
う
と
す
る
果
敢
な
挑
戦
と
し
て
の
意
義
を
有
す
る
。

そ
の
た
め
の
手
段
と
し
て
川
嶋
君
が
取
り
上
げ
た
の
が
、
わ
が
国
に

お
け
る
既
判
力
論
と
の
関
係
で
は
ほ
と
ん
ど
研
究
が
な
さ
れ
て
こ
な

か
っ
た
英
米
法
に
お
け
る
後
訴
遮
断
の
理
論
で
あ
る
。

　

ま
ず
、
イ
ギ
リ
ス
法
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
の
既
判
力
に
相
応
す

るres judicata

がH
enderson

ル
ー
ル
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る

メ
カ
ニ
ズ
ム
に
着
目
し
、
そ
こ
に
、
わ
が
国
に
お
け
る
信
義
則
に
よ

る
既
判
力
の
補
完
と
の
類
似
性
を
見
出
し
た
。
イ
ギ
リ
ス
法
に
お
け

るH
enderson

ル
ー
ル
の
役
割
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
ま
で
わ
が
国

で
は
詳
細
な
研
究
は
皆
無
に
近
く
、
こ
の
点
に
関
す
る
川
嶋
君
の
業

績
は
先
駆
的
な
も
の
で
あ
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ
カ
法
に
つ
い
て
は
、
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従
来
か
ら
請
求
排
除
効
と
争
点
排
除
効
の
関
係
は
研
究
さ
れ
て
き
た

が
、
そ
の
補
完
法
理
と
し
て
機
能
す
る
類
型
化
さ
れ
た
例
外
的
処
理

の
意
義
と
内
容
に
つ
い
て
は
、
本
論
文
の
よ
う
な
本
格
的
な
研
究
は

こ
れ
ま
で
な
さ
れ
て
い
な
い
。
川
嶋
君
は
、
こ
れ
ら
の
英
米
法
に
お

け
る
後
訴
遮
断
の
法
理
を
初
め
て
詳
細
に
研
究
し
た
う
え
で
、
一
見

す
る
と
相
互
に
異
質
と
も
思
わ
れ
る
イ
ギ
リ
ス
法
と
ア
メ
リ
カ
法
の

間
に
、
根
底
に
お
い
て
共
通
す
る
普
遍
的
な
原
理
が
存
在
す
る
こ
と

を
見
出
し
た
。
そ
れ
は
、
リ
ジ
ッ
ド
な
ル
ー
ル
と
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
な

ル
ー
ル
の
併
用
に
よ
る
後
訴
遮
断
法
理
の
二
元
化
と
い
う
方
法
論
の

共
通
性
で
あ
る
。
具
体
的
に
は
、
イ
ギ
リ
ス
法
で
は
、
前
者
はres 

judicata

で
あ
り
、
後
者
はH

enderson
ル
ー
ル
で
あ
る
。
ま
た
、

ア
メ
リ
カ
法
で
は
、
前
者
は
請
求
排
除
効
と
争
点
排
除
効
で
あ
り
、

後
者
は
類
型
化
さ
れ
た
例
外
的
処
理
の
基
準
で
あ
る
。

　

川
嶋
君
は
、
こ
う
し
た
イ
ギ
リ
ス
法
と
ア
メ
リ
カ
法
に
お
け
る
後

訴
遮
断
法
理
の
二
元
化
と
い
う
考
え
方
を
積
極
的
に
採
用
す
る
こ
と

に
よ
り
、
わ
が
国
の
既
判
力
論
と
信
義
則
論
の
相
互
関
係
を
整
合
的

か
つ
機
能
的
に
再
構
築
で
き
る
と
す
る
。
従
来
の
わ
が
国
に
お
け
る

ド
イ
ツ
流
の
訴
訟
法
理
論
の
下
で
は
、
既
判
力
に
よ
る
画
一
的
な
処

理
に
よ
る
取
り
こ
ぼ
し
を
信
義
則
に
よ
る
柔
軟
な
処
理
で
補
完
す
る

と
い
う
判
例
の
手
法
は
、
個
別
特
定
の
事
案
の
具
体
的
状
況
を
勘
案

し
た
救
済
措
置
と
し
て
の
例
外
的
な
処
理
と
す
る
ネ
ガ
テ
ィ
ブ
な
見

方
も
少
な
く
な
か
っ
た
。
そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
既
判
力
に
よ
る

一
元
的
処
理
こ
そ
が
、
本
来
的
に
訴
訟
法
理
論
が
目
指
す
べ
き
王
道

で
あ
る
と
の
牢
固
と
し
た
考
え
方
で
あ
る
。
こ
う
し
た
伝
統
的
な
理

解
に
対
し
、
川
嶋
君
は
、
英
米
法
に
お
け
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
丹
念
に

分
析
す
る
こ
と
に
よ
り
、
む
し
ろ
、
英
米
法
の
世
界
で
は
二
元
的
処

理
こ
そ
が
王
道
で
あ
り
、
そ
の
考
え
方
は
、
彼
我
の
法
制
度
の
相
違

を
超
え
て
、
わ
が
国
に
も
十
分
に
応
用
可
能
で
あ
る
こ
と
を
広
範
な

検
証
と
緻
密
な
思
索
に
基
づ
い
て
丁
寧
に
論
じ
て
い
る
。
こ
う
し
た

川
嶋
君
の
業
績
は
、
わ
が
国
の
伝
統
的
な
既
判
力
論
が
陥
っ
て
い
る

現
在
の
閉
塞
状
況
の
打
破
を
予
感
さ
せ
る
も
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
こ
う
し
た
川
嶋
君
の
二
元
的
処
理
の
積
極
的
な
肯
定

と
い
う
立
場
に
対
し
て
は
、
判
例
実
務
に
対
す
る
批
判
意
識
を
欠
い

た
単
純
追
認
で
あ
る
と
か
、
後
訴
遮
断
の
可
否
判
断
に
お
け
る
場
当

た
り
的
な
処
理
に
つ
な
が
る
な
ど
の
批
判
が
考
え
ら
れ
る
と
こ
ろ
で

あ
る
。
し
か
し
、
川
嶋
君
は
、
そ
う
し
た
想
定
し
う
る
批
判
に
対
し

て
、
①
既
判
力
の
作
用
限
界
、
②
補
完
法
理
の
許
容
限
度
、
③
補
完

法
理
の
再
構
成
と
い
う
多
角
的
な
観
点
か
ら
の
周
到
な
回
答
を
用
意

し
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
①
既
判
力
の
作
用
限
界
に
つ
い
て
は
、
前

後
両
訴
の
訴
訟
物
の
同
一
、
先
決
、
矛
盾
と
い
う
伝
統
的
な
三
類
型

で
は
既
判
力
の
作
用
限
界
を
画
す
る
に
は
不
十
分
で
あ
る
と
し
、
既

判
力
を
生
じ
た
事
項
が
後
訴
の
審
判
対
象
と
な
る
か
と
い
う
既
判
力
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の
基
本
に
立
ち
返
っ
た
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
す
る
。
ま
た
、
②
補

完
法
理
の
許
容
限
度
に
つ
い
て
は
、
補
完
法
理
の
許
容
限
度
を
画
す

る
た
め
の
正
当
化
根
拠
は
既
判
力
の
正
当
化
根
拠
と
同
じ
く
当
事
者

の
手
続
保
障
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
述
べ
、
そ
れ
を
基
に
し
て
補

完
法
理
の
許
容
限
度
を
測
る
た
め
の
メ
ル
ク
マ
ー
ル
を
提
唱
す
る
。

ま
た
、
③
補
完
法
理
の
再
構
成
に
つ
い
て
は
、
わ
が
国
の
学
説
上
主

張
さ
れ
る
争
点
効
説
や
信
義
則
に
よ
る
拘
束
力
説
の
よ
う
な
判
断
拘

束
力
構
成
を
否
定
し
、
判
例
の
立
場
は
行
為
評
価
構
成
で
あ
る
と
の

分
析
を
立
て
る
と
と
も
に
、
行
為
評
価
構
成
の
優
位
性
を
説
く
。
川

嶋
君
の
こ
れ
ら
の
議
論
は
、
英
米
法
の
分
析
に
よ
る
豊
富
な
例
証
に

よ
っ
て
具
体
的
に
裏
付
け
ら
れ
て
お
り
、
ま
た
、
そ
の
論
理
の
精
緻

さ
と
徹
底
の
程
度
に
お
い
て
、
従
来
の
こ
の
分
野
に
お
け
る
議
論
と

比
べ
て
際
立
っ
て
い
る
。
そ
し
て
、
こ
う
し
た
周
到
な
足
場
固
め
に

よ
っ
て
、
川
嶋
君
の
主
張
す
る
後
訴
遮
断
の
二
元
的
処
理
と
い
う
立

場
は
、
相
応
の
説
得
力
を
獲
得
す
る
こ
と
に
成
功
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
本
論
文
は
、
ド
イ
ツ
法
学
の
論
理
で
構
築
さ
れ
て
き

た
既
判
力
論
を
、
英
米
法
の
判
例
法
理
を
応
用
し
な
が
ら
精
緻
な
論

理
を
も
っ
て
再
構
築
を
図
っ
て
い
る
と
い
う
点
で
、
す
ぐ
れ
て
理
論

的
な
性
格
を
有
す
る
著
作
で
あ
る
。
し
か
し
、
本
論
文
の
学
術
的
な

価
値
は
、
そ
れ
に
尽
き
る
わ
け
で
は
な
い
。
川
嶋
君
は
、
他
方
に
お

い
て
、
本
論
文
が
研
究
者
に
よ
る
理
論
の
た
め
の
理
論
と
な
る
こ
と

を
回
避
す
る
た
め
に
、
実
務
に
お
け
る
運
用
可
能
性
を
も
十
分
に
意

識
し
た
議
論
を
行
っ
て
い
る
。
そ
れ
は
、
①
本
論
文
が
イ
ギ
リ
ス
法

や
ア
メ
リ
カ
法
を
分
析
す
る
際
に
、
単
な
る
外
国
法
の
紹
介
に
止
ま

ら
ず
、
当
初
か
ら
日
本
法
へ
の
応
用
可
能
性
を
意
識
し
て
分
析
が
な

さ
れ
て
い
る
こ
と
、
②
本
論
文
で
は
、
英
米
法
上
の
判
例
の
み
な
ら

ず
、
わ
が
国
の
判
例
や
学
説
も
豊
富
に
引
用
さ
れ
、
本
格
的
な
日
本

法
の
解
釈
論
の
展
開
と
英
米
法
の
分
析
が
有
機
的
に
架
橋
さ
れ
て
い

る
こ
と
、
③
英
米
法
か
ら
抽
象
的
に
原
理
や
法
理
を
抽
出
す
る
だ
け

で
は
な
く
、
具
体
的
な
運
用
基
準
を
現
実
の
事
件
に
当
て
は
め
た
実

務
的
な
考
察
が
な
さ
れ
て
い
る
こ
と
、
④
イ
ギ
リ
ス
の

H
enderson

ル
ー
ル
や
ア
メ
リ
カ
の
リ
ス
テ
イ
ト
メ
ン
ト
の
基
準

や
規
範
が
日
本
法
に
お
け
る
信
義
則
理
論
と
親
和
性
の
高
い
こ
と
を

論
証
し
、
具
体
的
な
個
別
ル
ー
ル
と
し
て
日
本
法
へ
の
導
入
を
提
言

し
て
い
る
こ
と
な
ど
に
如
実
に
現
れ
て
い
る
。
そ
う
し
た
こ
と
か
ら
、

本
論
文
は
、
理
論
家
に
と
っ
て
刺
激
的
で
あ
る
と
同
時
に
、
実
務
家

に
と
っ
て
も
参
照
価
値
の
あ
る
著
作
と
な
っ
て
い
る
。

　

以
上
が
、
本
論
文
の
総
論
的
な
評
価
で
あ
る
が
、
本
論
文
に
は
、

各
論
的
な
記
述
に
つ
い
て
も
、
随
所
に
注
目
す
べ
き
記
述
が
み
ら
れ

る
の
で
、
そ
の
一
部
を
例
示
的
に
取
り
上
げ
て
み
た
い
。
ま
ず
、
本

論
文
で
は
、
信
義
則
が
既
判
力
の
補
完
法
理
と
し
て
有
効
か
つ
適
切

に
機
能
す
る
た
め
に
は
、
信
義
則
の
発
現
領
域
が
明
確
で
あ
る
必
要



特 別 記 事

117

が
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
既
判
力
の
作
用
限
界
が
明
確
で
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
と
の
鋭
利
な
論
理
の
下
に
、
前
訴
と
後
訴
の
間
の
同
一
関

係
、
先
決
関
係
、
矛
盾
関
係
の
三
類
型
を
用
い
た
伝
統
的
な
既
判
力

論
に
対
す
る
疑
問
が
展
開
さ
れ
る
。
既
判
力
の
三
類
型
の
よ
う
な
確

立
し
た
理
論
に
対
す
る
疑
問
の
呈
示
は
、
若
手
の
研
究
者
に
と
っ
て

は
勇
気
の
要
る
作
業
で
あ
る
と
同
時
に
、
慎
重
か
つ
周
到
な
理
論
武

装
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
点
、
川
嶋
君
は
、
隙
の
な
い
論
理
と
具
体

例
を
駆
使
し
て
精
緻
に
議
論
を
展
開
し
て
お
り
、
十
分
に
説
得
力
の

あ
る
議
論
が
な
さ
れ
て
い
る
と
評
価
し
う
る
。
ま
た
、
補
完
法
理
の

許
容
限
度
を
論
じ
た
箇
所
に
お
い
て
、
既
判
力
の
正
当
化
根
拠
と
補

完
法
理
の
正
当
化
根
拠
の
同
一
を
説
く
こ
と
に
よ
り
、
信
義
則
に
よ

る
後
訴
遮
断
は
当
事
者
の
争
点
選
択
の
自
由
を
侵
害
す
る
も
の
で

あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
の
結
論
を
導
き
出
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
従

来
の
信
義
則
論
に
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
考
え
方
で
あ
り
、
信
義
則
論

は
融
通
無
碍
で
あ
る
と
の
伝
統
的
な
認
識
を
覆
す
も
の
で
あ
る
。
さ

ら
に
、
従
来
の
わ
が
国
の
争
点
効
説
や
信
義
則
に
よ
る
拘
束
力
説
を

判
断
拘
束
力
構
成
と
位
置
づ
け
、
こ
れ
に
対
し
て
判
例
法
理
に
お
け

る
信
義
則
を
行
為
評
価
構
成
と
位
置
づ
け
て
対
比
す
る
議
論
も
興
味

深
い
。
こ
れ
に
類
し
た
議
論
は
こ
れ
ま
で
に
も
存
在
し
た
が
、
川
嶋

君
は
、
イ
ギ
リ
ス
のH

enderson

ル
ー
ル
も
行
為
評
価
構
成
で
あ

る
と
し
て
、
同
ル
ー
ル
の
運
用
か
ら
抽
出
さ
れ
た
考
慮
要
素
は
、
わ

が
国
の
信
義
則
論
に
取
り
込
む
こ
と
が
で
き
る
と
す
る
。
つ
ま
り
、

信
義
則
を
行
為
評
価
構
成
と
位
置
づ
け
る
こ
と
は
、
単
に
理
論
的
な

意
義
に
止
ま
ら
ず
、H

enderson

ル
ー
ル
の
取
り
込
み
を
通
じ
て

実
務
的
な
意
味
を
も
つ
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
の
で
あ
る
。
こ
う
し

た
随
所
に
見
ら
れ
る
数
多
く
の
各
論
的
な
考
察
は
、
こ
れ
ま
で
の
わ

が
国
に
お
け
る
既
判
力
論
や
信
義
則
論
で
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
視
点

か
ら
の
も
の
で
あ
り
、
こ
う
し
た
点
で
も
、
本
論
文
は
高
く
評
価
さ

れ
て
よ
い
。

　

最
後
に
、
川
嶋
君
の
研
究
の
さ
ら
な
る
発
展
に
期
待
し
て
、
若
干

の
希
望
的
な
意
見
を
述
べ
て
お
き
た
い
。
本
論
文
は
、
既
判
力
の
補

完
法
理
と
し
て
の
わ
が
国
の
判
例
に
よ
る
信
義
則
理
論
を
肯
定
的
に

評
価
し
、
同
時
に
、
同
じ
く
判
例
法
理
で
あ
る
一
部
請
求
後
の
残
部

請
求
の
遮
断
法
理
で
あ
る
信
義
則
に
つ
い
て
も
、
こ
れ
を
肯
定
的
に

評
価
す
る
。
し
か
し
、
前
者
は
信
義
則
の
柔
軟
性
を
承
認
し
た
非
定

型
的
な
運
用
で
あ
る
の
に
対
し
、
後
者
は
信
義
則
の
内
容
を
固
定
し

た
定
型
的
な
運
用
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
信
義
則
の
便
宜
的
な
使
い

分
け
は
、
川
嶋
君
の
中
で
、
ど
の
よ
う
に
し
て
整
合
的
に
理
解
さ
れ

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
ま
た
、
イ
ギ
リ
ス
のres judicata

を
補

完
す
るH

enderson

ル
ー
ル
は
個
別
的
事
情
に
基
づ
く
裁
判
所
の

総
合
的
判
断
に
委
ね
ら
れ
て
い
る
の
に
対
し
、
ア
メ
リ
カ
で
は
判
決

効
が
及
ば
な
い
例
外
的
な
場
合
に
対
し
て
定
型
的
な
ル
ー
ル
が
存
在
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す
る
が
、
こ
う
し
た
相
対
立
す
る
両
者
の
ア
プ
ロ
ー
チ
に
つ
き
、
日

本
法
へ
の
示
唆
と
す
る
に
際
し
て
本
当
に
整
合
的
な
理
解
は
可
能
な

の
で
あ
ろ
う
か
。
こ
う
し
た
点
に
つ
い
て
、
本
論
文
で
は
、
必
ず
し

も
十
分
な
解
明
が
尽
く
さ
れ
て
い
る
と
は
い
え
な
い
よ
う
に
思
わ
れ

る
。
ま
た
、
比
較
法
的
考
察
の
徹
底
と
い
う
観
点
か
ら
は
、
ド
イ
ツ

を
は
じ
め
と
す
る
大
陸
法
の
世
界
に
お
け
る
後
訴
遮
断
理
論
の
現
代

的
な
展
開
に
も
、
さ
ら
に
目
を
向
け
て
い
く
必
要
が
あ
る
よ
う
に
思

わ
れ
る
。

5
　
結
　
論

　

以
上
の
と
お
り
、
今
後
に
対
す
る
若
干
の
希
望
を
述
べ
た
が
、
そ

れ
は
川
嶋
君
に
対
す
る
我
々
審
査
員
一
同
の
期
待
の
深
さ
を
示
す
も

の
で
あ
り
、
本
論
文
の
学
問
的
評
価
を
い
さ
さ
か
も
損
な
う
も
の
で

は
な
い
。
本
論
文
は
、
既
判
力
論
と
い
う
民
事
訴
訟
法
学
の
最
重
要

課
題
と
そ
の
補
完
理
論
と
し
て
の
信
義
則
論
と
い
う
民
事
訴
訟
法
学

上
の
最
大
の
テ
ー
マ
を
正
面
か
ら
取
り
上
げ
、
詳
細
か
つ
精
緻
な
検

討
を
行
っ
た
も
の
と
し
て
、
ま
た
、
大
陸
法
型
の
後
訴
遮
断
の
理
論

と
英
米
法
に
お
け
る
後
訴
遮
断
の
理
論
を
初
め
て
有
機
的
に
結
び
つ

け
て
生
産
的
な
結
論
を
導
き
出
し
た
先
駆
的
業
績
と
し
て
、
学
界
に

優
れ
た
貢
献
を
果
た
し
た
こ
と
は
明
白
で
あ
り
、
そ
の
意
義
は
誠
に

大
き
い
と
い
え
る
。
よ
っ
て
、
審
査
員
一
同
は
、
本
論
文
は
博
士

（
法
学
）
の
学
位
を
授
与
す
る
に
十
分
値
す
る
も
の
と
判
断
し
、
こ

こ
に
そ
の
旨
を
報
告
す
る
次
第
で
あ
る
。

二
〇
二
〇
年
一
月
一
七
日
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